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2 Бабочкин, Б.А. В театре и кино. Искусство. М. 1968. С. 21. 





































































２．１ 対象となる文献および分析方法  
 チェーホフの著作のうち、比較的まとまった分量のあるものは 3 冊挙げられる。内 2 冊
は自伝であり、残り 1 冊は演技論に関するものである。自伝の 1 冊目は、『俳優の道6』で
あり、チェーホフが 36 歳の時に書かれている。幼少期の思い出から、ペテルブルグの演
劇学校の話、モスクワ芸術座での演劇活動など、自分の人生に起きたこと、その時に感じ
                                                  
6 «Путь актера» 
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7 «Жизнь и встречи» 
8 «О технике актера» 
9 堀江(2007)、64 頁。 
10 Легкость は名詞である。Легкость と同じ語源を持つ以下の単語(形容詞、副詞など)も分析対象に含め
ることとする。Легко, легкость, легкий, слегка, облегчение. 
11 Даль, В. И. 1880-1882, С. 242-244. 
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  1．軽量で重たくない。 
  2．強固でなく、困難でない。 
  3．活発で、敏捷性があり、素早い。 
  4．堅実でなく、表面的である。 
  5．(軍などの装備が)軽装備である。 
  6．上手に軽々とできる。 










 次に、ペティト(2010)では、ミハイル・チェーホフの述べる“Легкость(Feeling of ease)”
は以下のように解釈されている。 
 











 この記述より、ペティトは“Легкость(Feeling of ease)”という用語を辞書の定義 6 に
あたる“上手に軽々とできる”という意味で理解していることがわかる。ペティトの著作
には、“Легкость(Feeling of ease)”に関して、これ以上の説明はほどこされていない。し
                                                  
12 Petit(2010), p. 26. 
“Feeling of ease”というキーワードは日本語に訳さず、原文では代名詞で置きかえられている部分も引










“Легкость(Feeling of ease)”も 149 回使用されており 13、使用頻度から見ると
“Фантазия(Fantasy)”同様、重要なキーワードであることがわかる。また、「私たちが




は行われていない16。そこで本稿では、149 回使用された“Легкость(Feeling of ease)”お
よび関連語句を、以下のように文脈ごとに分類し分析することにする。 
 
 ・身体行動に関するもの     50 回 
 ・性質・心理状態に関するもの     69 回 
 ・声・台詞に関するもの     13 回 
 ・メソッド用語としての使用     10 回 
 ・戯曲のテーマ、台詞の内容に関するもの   4 回 





３．２ 身体における“Легкость(Feeling of ease)” 
 身体に関する文脈では、キーワード“Легкость(Feeling of ease)”は 50 回使用されてい
                                                  
13 2.1 で述べたとおり、チェーホフ以外の人間による記述、チェーホフ自身の記述であっても演劇・演技
法とは関係のない文脈で用いられているものはカウントしない。チェーホフ自身の記述 計 278 回のうち、
難易度を表すもの 104 回、程度を表すもの 12 回、単純さを表すもの 3 回、ことわざや慣用句など特別な
使用法 3 回、身体表現や内面に関する記述ではあるが日常生活について述べられており、演劇・演技法と
は関係のないと判断できるもの 7 回の計 129 回を除いた 149 回を分析対象とする。 
14 Чехов, М.А. 1995, Т. 2. С. 398. 
15 Чехов, М.А. 1995, Т. 1. С. 324. 
注 13 同様、キーワードとなる“Легкость”という単語はあえてロシア語のまま残すこととする。 




 身体 A わずかな動作。本格的でない“軽い”ちょっとした動き 13 回 
 身体 B 体重を感じさせない“身軽”な動き   9 回 
 身体 C 労せず“軽々と”できる動き    28 回  
 























                                                  
17 Чехов, М.А. 1995, Т. 2. С. 223. 





19 Чехов, М.А. 1995, Т. 2. С. 231. 
20 Чехов, М.А. 1995, Т. 1. С. 62. 







３．３ 性質・心理状態における“Легкость(Feeling of ease)” 
 性質・心理状態に関する文脈では、キーワード“Легкость(Feeling of ease)”は 69 回使
用されている。これらは、さらに詳しく次のように分類することができる。 
 
 心理 A “かすかに”感じる感情    5 回 
 心理 B “浮き立つような”明るい気持ち   19 回 
 心理 C 自信にあふれ、気持ちが“軽くなっている”状態  7 回 
  心理 D 心理的に解放され“自由な”状態    37 回 
  





 注目すべきは心理 C と心理 D である。心理 C は身体 C と密接な関係にある。「これまで
の課題を確実に“苦もなく(почувствуете легкость)”できるようになったら、次の課題に
移ろう24」とあるように、心理 C にも身体 C 同様、“軽々と”というニュアンスが含まれ
ている。同じ課題を何度も繰り返せば、技術的に心理的にもこなれてくるのは必然である。
課題を“軽々と(身体 C)”こなせるようになれば、心に余裕が生まれ、気持ちが“軽く(心
理 C)”なる。身体 C と心理 C はお互いに影響し合う表裏一体の関係にあるといって良い。







                                                  
22 Чехов, М.А. 1995, Т. 2. С. 215. 
23 同上 С. 223. 
24 同上 С. 235. 
25 同上 С. 234. 










理 D に分類される用例は 37 回確認できたが、そのうち 14 回は“自由”や“解放”を表す
ロシア語表現とともに使用されていることからも、心理 D には“(何らかの障害を克服し
たうえでの)自由”というニュアンスが含まれていることがわかる。 
























“Легкость(Feeling of ease)”と心理面における“Легкость(Feeling of ease)”は、表裏一体と
                                                  














由”の境地に到達することが、チェーホフの説く“Легкость(Feeling of ease)”である。 
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